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1.クロルピクリン錠剤について
クロルピクリン錠剤の特徴

■錠剤なので手で撒布が出来ます。（土壌消毒機が不要）
■刺激臭も無く、処理は安全で簡便、周辺環境にも影響の少ない薬剤です。
■高齢者や女性にも使い易い土壌消毒剤です。　　
■いろいろな土壌病害や線虫・雑草にも有効です。
■作物の生育が良くなり、連作障害対策にも有効です。

　クロルピクリン錠剤は、土壌消毒で優れた防除効果を発揮する信頼の高いクロルピクリン液剤を特殊な方法で固形化
した錠剤タイプの土壌消毒剤です。
本剤は１錠毎に水溶性のフィルムで真空包装されており、処理時には催涙や刺激臭を受けることなく安全で簡便に使用
できます。錠剤のフィルムは土壌中のわずかな水分で緩み、クロルピクリンは徐々に気化して、ガス状となって土壌中の
隅 ま々で拡散浸透していきます。

クロルピクリン　７０．０％
ゲル化剤等　　３０．０％
４グラム　直径２．５ｃｍ/厚さ０．６ｃｍ
１錠毎に、ガス不透過性・水溶性のＰＶＡフィルムで真空包装(内装)します。錠剤はガス
不透過性フィルムを用いて減圧包装(外装)します。製品には１００錠入りと４００錠入りの
２種類があります。　　　

・・・・
・・・・
・・・・
・・・・

有 効 成 分
その他の成分
１ 錠 重 量
包 装 形 態

１P
２P
２P
３P～４P
５P～10P
11P～12P
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●錠剤は内包装のフィルムをつけたまま使用してください。
●錠剤撒布の際は手袋を着用し、濡れた手では扱わないでください。
●撒布の際は通気性の良いかご等に移して撒布してください。
●夏のハウス内での撒布では汗を防ぐため長袖を着用します。
●開封した錠剤は残さないで、全量使い切ってください。
●水溶性のフィルムで包装された錠剤は、乾燥状態では長時間安定してガスの放出を抑えております。
使用前に水分が付着しないよう注意します。　

［撒布］

●処理後は、直ちにポリエチレン、ビニール等（0.03mm以上）で被覆します。
●農ビで被覆する場合は錠剤とシートが接触しないように混和や覆土をします。
●くん蒸に要する期間は、地温や被覆資材、土質等によってかわるため、被覆除去後土中から
クロルピクリンの臭気がなくなってから播種または定植をします。
　（標準的なくん蒸期間を参照ください）

［被覆］

取扱いの
お願い

2.クロルピクリン錠剤の取扱いのお願い
直射日光の当たらない、鍵の掛かる冷暗所に保管してください。(医薬用外劇物)
開封した錠剤は保管しないでください。

保管

目次

外包装：ガス不透過性フィルム
外　箱：ダンボール箱
　　　　100錠入り：4ｇ×100錠×20袋
　　　　400錠入り：4ｇ×400錠×8袋

内 包 装：水溶性PVAフィルム　
有効成分：クロルピクリン70.0％
その他成分：ゲル化剤等30.0％
1錠の重量：4ｇ

クロルピクリン錠剤は、土壌消毒効果で信頼の高いクロルピクリン液剤を特殊な方法で
固形化した錠剤タイプの新しい土壌殺菌・殺線虫剤です。

●成分および形状
有効成分：クロルピクリン・・・・・70.0％
その他成分：ゲル化剤等・・・・・・・30.0％
1錠重量：4g（直径2.5cm　厚さ0.5～0.6cm）
包装形態：1錠ごとに、ガス不透過性・水溶性のPVAフィルムで真空包装

（内装）し、さらにこの内装された錠剤多数をガス不透過性
フィルムを用いて減圧包装（外装）しています。なお、種類は
バラタイプ100錠入りと400錠入りがあります。

外包装を開封した際は、
必ず全量を使いきってください。

21

★周辺への危害防止と土壌消毒の効果を高めるためにも、被覆の徹底をお願いいたします。
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クロルピクリンを含む
農薬の総使用回数使用方法本剤の

使用回数使用量適用病害虫名
適用雑草名作物名 クロルピクリンを含む

農薬の総使用回数使用方法本剤の
使用回数使用量適用病害虫名

適用雑草名作物名

あぶらな科野菜
（キャベツ、こまつなを除く）

こまつな

キャベツ

はくさい
うり科野菜（すいか、

きゅうり、メロン、にがうり、
うり類（漬物用）を除く） 

にがうり
うり類（漬物用、

ただし、漬物用メロンを除く）

漬物用メロン

すいか

きゅうり

メロン

トマト、
ミニトマト

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。
土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。　
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞30㎝の高さに盛土する。「1㎡当り
10～20錠処理」地表面に所定量を散布、混和
する。　

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞30㎝の高さに盛土する。「1㎡当り
10～20錠処理」地表面に所定量を散布、混和
する。　

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。
土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。
土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。
土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10～15錠処理」地表面に所定
量を散布処理する。
土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り15～20錠処理」地表面に所定
量を散布処理後、深耕ロータリーを用いて混和
処理する。

1回

２回以内
（床土１回以内）

2回以内
（床土1回以内、
圃場1回以内）

1回

2回以内（床土1回以内）
3回以内（床土１回以内、

圃場２回以内）
2回以内（床土1回以内、

圃場1回以内）

3回以内
（床土１回以内、
圃場２回以内）

2回以内
（床土1回以内、
圃場1回以内）

3回以内
（床土１回以内、
圃場２回以内）

1回

2回以内
（床土1回以内、
圃場1回以内）

1回

2回以内
（床土1回以内、
圃場1回以内）

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1㎡当り
10～20錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1㎡当り
10～15錠

1㎡当り
15～20錠

萎黄病
センチュウ類

苗立枯病

黄化病

疫病・白絹病
つる割病・センチュウ類

つる割病
一年生雑草

疫病・白絹病
つる割病
センチュウ類

苗立枯病

1㎡当り
10～20錠苗立枯病

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞30㎝の高さに盛土する。「1㎡当り
10～20錠処理」地表面に所定量を散布、混和
する。　

1㎡当り
10～20錠苗立枯病

ホモプシス根腐病

疫病・白絹病
つる割病・黒点根腐病
センチュウ類

つる割病
黒点根腐病
一年生雑草

萎凋病・青枯病
苗立枯病・センチュウ類

萎凋病・一年生雑草

青枯病

ピーマン

とうがらし類

いちご

なす

ほうれんそう

土壌くん蒸＜床土・堆肥＞
床土・堆肥を30㎝の高さに積み30×30㎝毎に
1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸　　　　　　　　　　　　　　　　
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。
土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸＜床土・堆肥＞
床土・堆肥を30㎝の高さに積み30×30㎝毎に
1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸＜床土・堆肥＞
床土・堆肥を30㎝の高さに積み30×30㎝毎に
1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り8～10錠処理」地表面に所定
量を散布処理する。

3回以内
（床土１回以内、
圃場２回以内）

２回以内
（床土１回以内）1回

2回以内
（床土1回以内、
圃場1回以内）

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1㎡当り
8～10錠

萎凋病
疫病

センチュウ類

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞30㎝の高さに盛土する。「1㎡当り
10～20錠処理」地表面に所定量を散布、混和
する。　

1㎡当り
10～20錠

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞30㎝の高さに盛土する。「1㎡当り
10錠処理」地表面に所定量を散布、混和する。1㎡当り

10錠

苗立枯病

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞30㎝の高さに盛土する。「1㎡当り
10～20錠処理」地表面に所定量を散布、混和
する。　

1㎡当り
10～20錠苗立枯病

青枯病
一年生雑草

萎凋病
疫病

センチュウ類

一年生雑草

萎黄病
疫病
炭疽病

センチュウ類

萎黄病
一年生雑草

苗立枯病

センチュウ類

青枯病
半身萎凋病

一年生雑草

萎凋病
立枯病

センチュウ類

立枯病・一年生雑草

萎凋病　
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クロルピクリンを含む
農薬の総使用回数使用方法本剤の

使用回数使用量適用病害虫名
適用雑草名作物名 クロルピクリンを含む

農薬の総使用回数使用方法本剤の
使用回数使用量適用病害虫名

適用雑草名作物名

ばれいしょ

かんしょ

さといも

こんにゃく

やまのいも

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

1回1回

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

青枯病
センチュウ類

一年生雑草

立枯病
つる割病
紋羽病

センチュウ類

一年生雑草

センチュウ類

一年生雑草

白絹病
紋羽病

センチュウ類

一年生雑草

根腐病
センチュウ類

一年生雑草

しょうが

葉しょうが
みょうが（花穂）
みょうが（茎葉）

にら

パセリ
オクラ
にんにく

たばこ

花き類、観葉植物
（カーネーション、きく、
りんどうを除く）

カーネーション

きく

りんどう

かんきつ
（苗木）

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。
土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。
土壌くん蒸
＜床土・堆肥＞床土・堆肥を30㎝の高さに積み
30×30㎝毎に1穴当り1錠処理する。
＜圃場＞「1穴当り1錠処理」30×30㎝毎に1錠
処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り6錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り10錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

土壌くん蒸
＜圃場＞深さ15cmと45cmの位置のそれぞれに
1㎡当り10錠をばら撒き散布する。

3回以内
（床土１回以内、
圃場２回以内）

1回

1回

２回以内
（床土１回以内）

1回

1回

2回以内
（床土1回以内、
圃場1回以内）

1穴当り
1錠

土壌くん蒸（植溝処理）
＜圃場＞畦立後、畦面植溝に8㎝間隔で点状に
配置する。

1㎡当り
10錠

1㎡当り
10錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1穴当り
1錠

1㎡当り
10錠

1㎡当り
6錠

1㎡当り
10錠

1㎡当り
20錠

根茎腐敗病

うこん 1回
土壌くん蒸
＜圃場＞「1㎡当り20錠処理」地表面に所定量を
散布処理する。

1㎡当り
20錠青枯病

根茎腐敗病
一年生雑草

白絹病
一年生雑草

立枯病

イモグサレセンチュウ

立枯病
わい化病
センチュウ類

一年生雑草

萎凋病
萎黄病（フザリウム菌）
株枯病（フザリウム菌）
乾腐病（フザリウム菌）
球根腐敗病（フザリウム菌）
立枯病（フザリウム菌）
葉枯病（フザリウム菌）
腐敗病（フザリウム菌）

萎凋病

萎凋病
立枯病

センチュウ類

白絹病
立枯病
半身萎凋病
センチュウ類

萎凋病

立枯病

萎凋病
褐色根腐病

温州萎縮病
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本剤を床土・堆肥に使用する場合は、以下の事項に注意し、処理後10日以上経過してから播種又は移植すること。
　① 「1穴当り1錠処理」の場合は、床土・堆肥を30㎝の高さに積み、30×30㎝毎に深さ15㎝の穴をあけ、本剤を所定量内包装

のまま施用し、直ちに覆土し更に30㎝の高さに積み上げ、これを繰り返し最後にポリエチレン、ビニール等で被覆すること。
　② 「1㎡当り10～20錠処理」の場合は床土・堆肥を30㎝の高さに盛土をして、その地表面に本剤を所定量内包装のまま施用

し、直ちに混和して速やかにポリエチレン、ビニール等で被覆する。水分が全くない床土は処理1週間前に灌水をして、本剤
処理時に僅かな水分が保持されるよう乾燥すること。

　「1㎡当り10錠処理」の場合も上記に準じて処理すること。

穴

泡

錠

さ

を

本剤は水産動植物（魚類、甲殻類、藻類）に強い影響を及ぼすので、河川、湖沼、海域及び養殖池に本剤が飛散、流入する
おそれのある場所では使用しないこと。

空袋等は水産動植物に影響を与えないよう適切に処理すること。じるおそれ

おそれ

じ じ

初めて




